
 

 

 

 

オホーツク管内小中学校長会は、小学校８１校、 
中学校４８校、併置校３校の計１３２名の校長で 
組織されている。今年度採用１０名の新会員を迎 
え、４月９日に総会を開催し活動方針や予算等を 
決定するとともに、新役員を選出し活動を開始し 
た。 
                     

Ⅰ 本年度の活動方針 

１  校長としての使命を自覚し、識見を高

め、指導力を培うとともに、組織・業務

の見直し、改善、機能の活性化を図るこ

とにより、時代の要請に対応できる主体

的な組織を確立し、管内教育の充実・発

展に努める。 

２  各種研修会や経営研究会などを通し

て、職能研修を充実し、会員相互の協

力・信頼関係を一層深化させるとともに、

市町村校長会連絡協議会やホームペー

ジの充実等による情報の交流・共有によ

り、信頼と秩序に基づく課題解決型学校

運営への改善・充実に努める。 

３  オホーツク教育局をはじめとする教

育関係諸機関、諸団体と緊密に連携を図

り、管内教育をめぐる諸課題と具体的解

決策を明確にし、その解決に努める。 

４  第４４回オホーツク管内小中学校長

教育研究大会の趣旨及び意義を深く認

識するとともに、会員一人一人が主体的

に参加し、校長の職能向上と大会の成功

に努める。 

Ⅱ 活動の重点及び内容 

１  学校経営の充実 

学校力を向上させ、質の高い教育を目

指し、校長自らの見識と力量を高めると

ともに、組織機能の改善、活性化を図り、

地域・保護者の負託と信頼に応える学校

経営の推進に努める。 

（１）充実した教育活動が展開される創意 

ある学校経営の推進と改善、及び現職 

教育、校内研修の充実 

（２） 国旗・国歌の適正な実施、服務規律

の厳正な保持、主幹教諭や主任を機能

させた学校力向上、授業改善につなげ

る学校教育指導、教職員のメンタルヘ

ルスなど、学校運営や組織に関わる諸

課題への取組 

２  教育課程の編成・実施と評価・改善 

学習指導要領の趣旨を生かした教育課

程の編成・実施、及び自己点検・自己評

価を行い、「生きる力」を育成する学校

教育の創造に努める。 

（１）創意と独自性のある適切な教育課程

の編成・実施とその評価等の工夫 

（２）学力と体力向上を中核に据えた学校

経営を推進し、基礎学力の定着と基礎

体力の向上を目指す教育の展開と個に

応じた学びの充実 

（３）道徳の教科化を見据えた心の教育の

推進と「道徳の時間」の公開、年間指

導計画の改善及び指導内容、指導方法

の充実 

（４）特別支援教育の充実と課題解決に向

けた取組 

３ 生徒指導の充実 

共感的な児童生徒理解を基盤とした生
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徒指導の充実を図るとともに、家庭・地

域社会、関係機関等との連携を通し、個

性の伸長や自己実現を目指し、社会性を

育成する生徒指導の体制確立と改善に努

める。 

（１）深い児童生徒理解を基盤に、家庭等

との密接な連携による生徒指導の充実 

（２）いじめ、不登校の根絶に向け、豊か

な心の育成を一層重視した生徒指導上

の課題の解決 

（３）薬物乱用防止教育、インターネット

や携帯電話などの普及による新たな課

題への対応 

（４）進路指導・キャリア教育、教育相談

の充実 

（５）子どもの安全・安心な学校・地域づ

くりの取組 

４  研修活動の充実 

計画的・組織的・継続的な研究活動を

促進し、教師の資質と専門性の向上を図

るために、校長自らの職能向上に努める。 

（１）第４４回オホーツク管内小中学校長

教育研究大会の開催、研究課題の究明 

（２）市町村、各ブロック校長会研修会の

充実 

（３）道小、道中の全道、全国研究大会へ

の積極的な参加と研究交流 

（４）地区教育経営研究会の開催と全会員

の参加 

（５）関係団体との連携による研究会等の

開催 

５  組織の強化 

組織が一体となり会員相互の意識高揚 

を図るため、市町村・ブロック・管内校

長会の情報交流並びにオホーツク教育局、

教育委員会協議会等との連携による組織

の強化に努める。 

（１）組織内の情報交流・共有による連携

強化 

（２）教育諸問題解決に向けて教育関係機

関、教育関係諸団体との行動連携 

（３）採用校長、並びに他管から異動の校

長への支援 

（４）女性管理職の発掘と育成を主軸とし

た後継者の育成、及び中堅教職員の意

識改革と力量の向上 

（５）将来を見据えた組織や業務の継続的

な見直しと検討 

６  校長会上部機関との連携による諸問

題の解決 

（１）教職員定数改善計画の的確な実施と

教育予算の確保 

（２）子どもと向き合う時間の確保に向け

た取組の充実 

（３）現職教職員研修の充実強化と体系化 

（４）管理職手当の縮減の見直しと管理職

の待遇改善 

（５）教職員の処遇の改善や福利厚生施策

の推進 

（６）教職員の資質向上を目的とする学校

職員人事評価制度の適切な実施と評価

者研修の充実 

（７）校長の経営能力を生かした管理職再

任用制度の確立と退職教職員に対する

再就職のための条件整備 

（８）その他の当面する課題解決に向けた

協議・要望等の取組 

・土曜授業、コミュニティ・スクール、

義務局育学校に係わる取組 

・人事の円滑な推進（人事要望）等 

Ⅲ 役 員 

  

 

 

会 長    硯  将 隆    北  見・三 輪 小 

副 会 長    古 川 幸 宏    網  走・第 一 中 

  〃        大 友 信 也    紋  別・潮 見 小 

監査委員    山 田 伸 一    遠  軽・丸瀬布中 

    〃        佐 伯 義 則    北  見・東相内中 

事務局長    武 智 茂 雄    北  見・北 光 小 

事務局次長    菊 野 淳 一    北  見・端 野 中 

    〃        森 田    穣    北  見・東    小 

    〃        高 橋 正 美    北  見・光 西 中 

会 計    佐 藤 雅 美    北  見・常 呂 小 

研修部長    木野村   寧    美  幌・北    中 

情報部長    佐々木 浩二    遠  軽・東    小 

対策部長    市 野 孝 雄    遠  軽・生田原中 

経営部長    中 谷 浩 一    北  見・留辺蘂中 


